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「
フ
ェ
リ
ー
た
か
ち
ほ
」
と
「
フ

ェ
リ
ー
ろ
っ
こ
う
」
の
２
隻
の
フ

ェ
リ
ー
は
、
神
戸
港
か
ら
宮
崎
港

を
約
13
時
間
で
結
ぶ
。
宮
崎
県
は

「
日
本
の
ひ
な
た
宮
崎
県
」
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
照
時
間
や

快
晴
日
数
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
、
平
均
気
温
も
高
く
温
暖
な
気

候
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
農
業
産
出
額
が
全
国
上

崎
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
は
、

宮
崎
県
の
地
域
経
済
と
物
流
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

宮
崎
県
の
主
な
農
畜
産
物
は
、

宮
崎
牛
に
代
表
さ
れ
る
牛
、
安
全

安
心
な
県
産
豚
肉
、
年
間
に
１
億

羽
以
上
出
荷
す
る
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、

全
国
有
数
の
産
地
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

の
含
有
量
の
高
い
冬
春
ピ
ー
マ
ン
、

収
穫
量
が
全
国
１
位
の
「
き
ゅ
う

の
好
漁
場
と
な
り
、
沖
合
に
は
カ

ツ
オ
や
マ
グ
ロ
の
漁
場
が
形
成
さ

れ
る
た
め
、
近
海
か
つ
お
一
本
釣

り
に
よ
る
漁
獲
量
は
、
令
和
６
年

か
ら
連
続
全
国
１
位
と
な
り
、
マ

グ
ロ
は
え
縄
漁
業
で
も
沿
岸
で
１

位
、
近
海
で
２
位
と
全
国
上
位
の

漁
獲
量
を
誇
る
。

従
来
の
フ
ェ
リ
ー
で
は
、
繁
忙

期
に
満
船
に
な
る
こ
と
か
ら
、
全

て
の
ト
ラ
ッ
ク
を
積
載
で
き
な
い

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
令
和
４
年
に

新
た
に
就
航
し
た
「
フ
ェ
リ
ー
た

か
ち
ほ
」
と
「
フ
ェ
リ
ー
ろ
っ
こ

う
」
は
、
積
載
台
数
を
増
加
さ

せ
、
ト
ラ
ッ
ク
の
積
載
台
数
も
従

来
船
よ
り
33
台
増
え
て
１
６
３
台

と
し
、
宮
崎
県
が
誇
る
新
鮮
で
高

品
質
な
農
畜
産
物
を
よ
り
多
く
運

べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宮
崎
港
〜

神
戸
港
の
航
路
は
、
宮
崎
県
経
済

の
生
命
線
と
も
い
え
る
。

位
に
ラ
ン
ク
す
る
も
、
大
消
費
地

か
ら
遠
隔
地
に
あ
る
な
ど
、
流
通

面
で
難
点
も
あ
っ
た
が
、
東
九
州

自
動
車
道
宮
崎
〜
北
九
州
間
の
全

線
開
通
や
、
港
湾
の
整
備
な
ど
、

交
通
・
物
流
の
基
盤
整
備
が
進
み
、

宮
崎
港
か
ら
神
戸
港
を
２
隻
の
大

型
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
が
結
ぶ
こ
と
で
、

大
消
費
地
へ
の
多
く
の
農
畜
産
物

が
輸
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
宮

り
」、
完
熟
に
こ
だ
わ
り
、
樹
上
熟

成
し
自
然
落
果
し
た
も
の
を
収
穫

す
る
マ
ン
ゴ
ー
、
収
穫
量
が
全
国

３
位
の
「
う
な
ぎ
」、
収
穫
量
が
全

国
１
位
の
「
き
ん
か
ん
」
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
。

ま
た
、
漁
業
で
は
、
北
上
す
る

黒
潮
と
、
南
下
す
る
沿
岸
流
で

複
雑
な
海
況
と
な
る
こ
と
で
、
沿

岸
は
イ
ワ
シ
、
ア
ジ
、
サ
バ
な
ど

宮
崎
県
宮
崎
港
と
兵
庫
県
神
戸
港
を
結
ぶ
２
隻
の
豪
華
な
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
「
フ
ェ
リ
ー
た
か
ち
ほ
」
と
「
フ
ェ
リ
ー
ろ
っ
こ
う
」
は
、

農
林
水
産
県
で
あ
る
宮
崎
県
の
農
畜
産
物
や
県
内
企
業
が
生
産
す
る
工
業
製
品
を
関
西
圏
の
大
消
費
地
へ
輸
送
す
る
と
と
も
に
、
九
州

と
関
西
を
行
き
来
す
る
旅
客
と
乗
用
車
を
運
ぶ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

宮
崎
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
「
フ
ェ
リ
ー
た
か
ち
ほ
」
の
就
航
は
２
０
２
２
年
４
月
15
日
で
、
同
じ
年
の
10
月
４
日
に
「
フ
ェ
リ

ー
ろ
っ
こ
う
」
が
就
航
し
た
。
９
月
１
日
と
２
日
、
田
中
伸
一
組
合
長
代
行
と
髙
宮
成
昭
関
東
地
方
支
部
長
、
木
下
友
喜
関
東
地
方
支

部
副
支
部
長
、
佐
藤
哲
也
在
籍
専
従
執
行
部
員
が
訪
船
し
、
フ
ェ
リ
ー
の
安
全
運
航
に
従
事
す
る
乗
組
員
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

宮
崎
〜
神
戸
を
結
ぶ
最
新
鋭
大
型
カ
ー
フェ
リ
ー

物流の大動脈を担う宮崎カーフェリー

左から宮崎カーフェリー㈱の小川寛海務部長、日髙正裕専務取締役、山本茂雄機関長、郡司行敏代表取締役社長、左から宮崎カーフェリー㈱の小川寛海務部長、日髙正裕専務取締役、山本茂雄機関長、郡司行敏代表取締役社長、左から宮崎カーフェリー㈱の小川寛海務部長、日髙正裕専務取締役、山本茂雄機関長、郡司行敏代表取締役社長、
田中伸一組合長代行、木原茂船長、髙宮成昭関東地方支部長、木下友喜副支部長、佐藤哲也在籍専従執行部員田中伸一組合長代行、木原茂船長、髙宮成昭関東地方支部長、木下友喜副支部長、佐藤哲也在籍専従執行部員田中伸一組合長代行、木原茂船長、髙宮成昭関東地方支部長、木下友喜副支部長、佐藤哲也在籍専従執行部員
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郡
司
行
敏
社
長
が
展
望
を
語
る

宮
崎
カ
ー
フェリ
ー
株
式
会
社
の

郡
司
行
敏
代
表
取
締
役
社
長
は
、

九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
を

修
了
し
、
宮
崎
県
庁
に
入
庁
。
農

政
水
産
部
長
、
副
知
事
を
経
て
、

宮
崎
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
代

表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
た
。
宮

崎
県
庁
時
代
に
は
、
宮
崎
牛
、
完

熟
マ
ン
ゴ
ー
、
キ
ャ
ビ
ア
な
ど
農

水
産
物
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
携

わ
っ
て
い
る
。

９
月
２
日
、
宮
崎
港
の
フ
ェ
リ

ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
あ
る
宮
崎
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
本
社
を
、
田

中
伸
一
組
合
長
代
行
と
髙
宮
成
昭

関
東
地
方
支
部
長
、
木
下
友
喜
関

東
地
方
支
部
副
支
部
長
、
佐
藤
哲

也
関
東
地
方
支
部
在
籍
専
従
執
行

部
員
が
訪
問
し
、
郡
司
行
敏
代
表

取
締
役
社
長
と
黒
木
政
典
名
誉
顧

問
（
前
社
長
）、
日
髙
正
裕
専
務

取
締
役
、
小
川
寛
海
務
部
長
の
会

ー
は
移
動
手
段
で
す
が
、
旅
客
に

と
っ
て
船
に
乗
る
こ
と
自
体
が
旅

の
一
つ
の
目
的
に
な
る
よ
う
な
、

旅
客
に
愛
さ
れ
る
船
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
２

隻
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
は
、
女
性
に

優
し
い
授
乳
室
や
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー

ム
の
設
置
、
障
が
い
者
に
優
し
い

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
、
家
族

連
れ
に
優
し
い
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し
む

人
た
ち
が
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
持
ち

込
む
た
め
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
ロ
ッ

カ
ー
の
設
置
、
船
の
進
行
方
向
が

確
認
で
き
る
展
望
サ
ロ
ン
を
新
設

し
、
さ
ら
に
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ

を
拡
充
す
る
な
ど
新
し
い
魅
力
が

満
載
で
す
。
乗
船
客
に
楽
し
い
船

旅
を
満
足
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

乗
組
員
の
ア
イ
デ
ア
を
採
用

し
た
「ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

船
内
通
路
に
は
海
を
眺
め
な
が

ら
く
つ
ろ
げ
る
サ
ロ
ン
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
新
造
船
を
建
造
す
る
と

き
に
事
務
部
の
橋
本
康
聖
さ
ん
の

社
側
出
席
者
に
、
会
社
の
今
後
の

展
望
を
伺
っ
た
。

郡
司
行
敏
社
長
は
「
私
た
ち
の

目
指
す
も
の
は
、
宮
崎
と
神
戸
を

フ
ェ
リ
ー
で
結
ぶ
こ
と
で
、
地
域

の
未
来
と
共
に
成
長
す
る
企
業
と

な
る
こ
と
で
す
。
人
と
人
を
つ
な

ぐ
、
街
と
街
を
つ
な
ぐ
、
文
化
と

文
化
を
つ
な
ぐ
。
こ
れ
か
ら
も
宮

崎
と
神
戸
の
架
け
橋
と
し
て
両
地

域
の
交
流
促
進
と
産
業
振
興
に
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
示
し
た
。

ま
た
、
会
社
の
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
は
「
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束

し
て
か
ら
、
全
国
的
に
回
復
基

調
に
あ
る
と
思
う
が
、
燃
料
費

が
高
騰
し
て
い
る
現
状
下
に
あ
っ

て
は
、
し
っ
か
り
と
対
策
を
と
っ

て
経
営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ト
ラ
ッ
ク
業
界
に
お
け
る

２
０
２
４
年
問
題
で
あ
る
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
の
厳
格
化
を

踏
ま
え
、
ト
ラ
ッ
ク
業
界
と
の
情

報
交
換
や
連
携
を
密
に
し
て
、
地

域
の
特
徴
あ
る
食
材
を
活
か
し
た

食
の
地
産
地
消
を
推
進
し
、
か
つ

農
業
県
・
宮
崎
県
の
フ
ェ
リ
ー
会

社
と
し
て
、
市
町
村
や
関
係
団
体

と
連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ト
ー
タ
ル
と
し
て
こ
の

南
九
州
の
荷
を
大
消
費
地
へ
届
け

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
工
夫
を

し
て
連
絡
体
制
を
構
築
し
、
真
に

県
民
に
愛
さ
れ
る
県
民
フ
ェ
リ
ー

の
実
現
を
目
指
し
て
、
引
き
続
き

安
全
運
航
、
安
定
輸
送
に
社
を
挙

げ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
」
と
語
っ
た
。

２
隻
の
大
型
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
に

つ
い
て
は
「
貨
物
だ
け
で
な
く
、

旅
客
も
大
き
な
柱
で
あ
り
、
旅
客

に
と
っ
て
『
目
的
地
と
し
て
の
カ

ー
フ
ェ
リ
ー
』、
つ
ま
り
目
的
地

は
宮
崎
と
神
戸
で
、
カ
ー
フ
ェ
リ

ア
イ
デ
ア
が
採
用
さ
れ
た
「
ま
ち

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
、
乗
組
員
や

乗
船
客
が
読
み
終
え
た
本
を
「
ま

ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
コ
ー
ナ
ー

に
寄
付
す
る
も
の
で
、
サ
ロ
ン
は

ゆ
っ
く
り
と
し
た
空
間
で
読
書
で

き
、
喫
茶
店
の
よ
う
な
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
て
お
り
、
乗
船
客
に
好

評
を
得
て
い
る
。

宮
崎
県
の
名
勝

宮
崎
県
に
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

や
絶
景
な
ど
、
名
勝
が
数
多
く
あ

る
が
、
郡
司
行
敏
社
長
が
副
知
事

と
し
て
働
い
て
い
た
宮
崎
県
庁
も

名
勝
の
ひ
と
つ
。
九
州
で
唯
一
、

戦
前
か
ら
残
る
県
庁
舎
で
、
２
０

１
７
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財

と
な
っ
た
。

ま
た
、
代
表
的
な
名
勝
と
言
え

ば
宮
崎
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
船
名
の

由
来
「
高
千
穂
峡
」。
高
千
穂
峡

は
１
９
３
４
年
に
五
箇
瀬
川
峡
谷

と
し
て
、
国
の
名
勝
・
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
、
１
９
６
５
年
に

祖
母
傾
国
定
公
園
の
一
部
に
指
定

さ
れ
た
。
こ
の
峡
谷
は
今
か
ら
約

27
万
年
前
、
14
万
年
前
、
12
万
年

前
、
９
万
年
前
と
４
度
に
わ
た
る

阿
蘇
火
山
活
動
に
よ
っ
て
噴
出
し

た
火
砕
流
が
、
五
ヶ
瀬
川
沿
い
に

流
れ
出
し
、
冷
却
固
結
し
た
た
め

に
柱
状
節
理
が
生
じ
、
長
い
年
月

の
浸
食
で
出
来
上
が
っ
た
自
然
の

芸
術
と
も
い
え
る
素
晴
ら
し
い
峡

谷
。
高
さ
は
平
均
80
ｍ
で
、
高
い

所
は
１
０
０
ｍ
の
断
崖
や
Ｖ
字
峡

谷
が
東
西
に
わ
た
り
約
７
㎞
も
続

く
。
約
１
㎞
の
整
備
さ
れ
た
遊
歩

道
で
は
、
日
本
の
滝
百
選
に
選
ば

れ
た
真
名
井
の
滝
な
ど
雄
大
な
峡

谷
美
を
楽
し
め
る
。
内
航
船
で
宮

崎
港
や
鹿
児
島
港
な
ど
で
交
代
下

船
の
時
は
、
ぜ
ひ
寄
り
道
し
て
ほ

し
い
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

フェリーたかちほフェリーたかちほフェリーたかちほ
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左から小川寛海務部長、黒木政典名誉顧問、郡司行敏代表取締役社長、日髙正裕専務取締役、左から小川寛海務部長、黒木政典名誉顧問、郡司行敏代表取締役社長、日髙正裕専務取締役、左から小川寛海務部長、黒木政典名誉顧問、郡司行敏代表取締役社長、日髙正裕専務取締役、
佐藤哲也関東地方支部在籍専従執行部員、髙宮成昭関東地方支部長、田中伸一組合長代行佐藤哲也関東地方支部在籍専従執行部員、髙宮成昭関東地方支部長、田中伸一組合長代行佐藤哲也関東地方支部在籍専従執行部員、髙宮成昭関東地方支部長、田中伸一組合長代行

日本のひなた
宮崎県へ
ようこそ

宮崎県の
発展を担う海上輸送

宮崎カーフェリー株式会社宮崎カーフェリー株式会社宮崎カーフェリー株式会社
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ኚ
К
ע
ғ
๤
ᑔ
組
ӳ
員
ٻ
˟

９
月
５
日
、
午
前
10
時
か
ら
紋

別
漁
業
協
同
組
合
会
議
室
で
令
和

７
年
紋
別
地
区
漁
船
組
合
員
大
会

を
開
催
し
、
４
隻
47
人
（
北
雄
丸

・
第
三
佐
治
丸
・
第
二
十
八
嘉
廣
丸

・
第
八
十一平
安
丸
）
の
組
合
員
が

出
席
し
た
。
は
じ
め
に
組
合
本
部

を
代
表
し
て
、
髙
橋
健
二
中
央
執

行
委
員
が
あ
い
さ
つ
し
、
来
賓
紹

介
の
後
、
本
部
活
動
報
告
、
第
81

年
度
活
動
方
針
案
（
水
産
関
係
）、

支
部
活
動
報
告
と
道
内
沖
合
底
引

き
網
漁
船
の
状
況
や
、
労
働
協
約

改
定
交
渉
の
妥
結
結
果
な
ど
を
説

明
し
、
理
解
を
深
め
、
大
会
を
終

了
し
た
。

《
道
北
支
部
＝
発
信
》

ˋ
ԧ
␽
࠰
ࡇ
ჽ
ࠇ
ע
ғ
ඌ
ӳ

ࡁ
ࡽ
⎀
ዡ
๤
ᑔ
組
ӳ
員
ٻ
˟

７
月
28
日
、
石
巻
市
水
産
総
合

振
興
セ
ン
タ
ー
で
令
和
７
年
度
石

巻
地
区
沖
合
底
引
き
網
漁
船
組
合

員
大
会
を
開
催
し
た
。

山
﨑
暁
東
北
地
方
支
部
先
任
事

務
職
員
を
議
長
に
選
出
し
、
髙
橋

雅
幸
東
北
地
方
支
部
長
が
「
本
大

会
は
、
休
漁
期
間
と
い
う
限
ら
れ

た
時
間
を
利
用
し
、
海
員
組
合
の

一
年
間
の
活
動
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
次
年
度
の
活
動
と
労
働
協

約
改
定
要
求
に
つ
い
て
話
し
合
う

大
変
重
要
な
会
議
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
忌
憚
の
な
い
意
見
を
お
願

い
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
議
事
に
入
り
▽
本
部
・

水
産
部
の
活
動
▽
東
北
地
方
支
部

の
活
動
▽
労
働
協
約
改
定
交
渉
の

経
過
▽
活
動
方
針
案
―
な
ど
を
説

明
し
た
。

組
合
員
か
ら
は
▽
生
産
奨
励
金

や
「
が
ん
ば
る
漁
業
」
の
賃
金
体

系
▽
退
職
金
制
度
―
な
ど
に
つ
い

て
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
、
質
疑

応
答
で
理
解
を
深
め
、
課
題
の
解

決
に
向
け
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
た
。
《
東
北
地
方
支
部
＝
発
信
》

ܴ
ᖅ
ע
ғ
๤
ᑔ
組
ӳ
員
ٻ
˟

８
月
28
日
、
室
蘭
漁
業
協
同
組

合
２
階
会
議
室
で
、
令
和
７
年
度

室
蘭
地
区
漁
船
組
合
員
大
会
を
開

催
し
、
室
蘭
地
区
沖
合
底
引
き
網

漁
船
組
合
員
45
人
が
出
席
し
た
。

は
じ
め
に
山
﨑
秀
和
北
海
道
地
方

支
部
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
北
海
道

の
漁
業
情
勢
と
後
継
者
確
保
・
育

成
の
課
題
に
つ
い
て
触
れ
た
。

次
に
池
上
幸
太
北
海
道
地
方
支

部
副
支
部
長
が
、
北
海
道
地
方
支

部
の
活
動
の
概
要
と
道
内
沖
合
底

引
き
の
現
状
報
告
、
室
蘭
地
区
沖

合
底
引
き
網
漁
船
に
関
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

現
場
組
合
員
か
ら
は
▽
時
化
休

み
と
公
休
の
扱
い
に
つ
い
て
▽
賃

金
改
善
に
つ
い
て
▽
Ｊ
Ｓ
Ｓ
研
修

補
助
に
お
け
る
宿
泊
費
と
食
事
代

の
適
用
に
つ
い
て
―
な
ど
の
質
問

・
意
見
が
あ
り
、
質
疑
応
答
で
理

解
を
深
め
、
組
合
員
大
会
を
終
了

し
た
。
《
北
海
道
地
方
支
部
＝
発
信
》

２
０
２
５
年
10
月
５
日

中
央
選
挙
委
員
会
議
長
　
　
　
齋
藤
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

　
　
一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
６
号
に
よ
り
全
国
委

員
資
格
を
停
止
し
た
の
で
告
示
す
る
。

《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

０
３
関
東

佐
藤
哲
也

０
５
中
・
四
国

竹
田
圭
志

二
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
８
号
に
よ
り
、
全
国
委
員

資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

０
２
６
小
名
浜
地
区
組
合
員

小
野
雅
章

０
２
９
川
崎
汽
船

畠
中
秀
門

０
３
６
関
東
地
区
内
航
Ｃ
グ
ル
ー
プ

髙
市
大
稀

０
４
０
共
同
船
舶

松
尾
幸
康

第
40
期
全
国
委
員
の
資
格
停
止
告
示

一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ｂ
項
４
号
に
よ
り
全
国
委
員

資
格
を
停
止
し
た
の
で
告
示
す
る
。

《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

０
３
関
東

井
上
祐
介

第
40
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
40
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

地
方
単
位
０
３
　
　
関
東

１
名

地
方
支
部
０
５
　
　
中
・
四
国

１
名

企
業
単
位
０
２
６
小
名
浜
地
区
組
合
員

１
名

企
業
単
位
０
２
９
川
崎
汽
船

１
名

企
業
単
位
０
３
６
関
東
地
区
内
航
Ｃ
グ
ル
ー
プ

１
名

企
業
単
位
０
４
０
共
同
船
舶

１
名

二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

立
候
補
届
出
期
間
　
　
　
２
０
２
５
年
10
月
５
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
10
月
15
日
ま
で

候
補
者
告
示
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
10
月
15
日

投
票
期
間
　
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
10
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
11
月
14
日
ま
で

当
選
人
告
示
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
11
月
15
日
（
予
定
）

三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

（
１
）
地
方
区

全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ａ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
当
該
地
方
単
位
の
支
部
機
関
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
選
挙

資
格
を
有
す
る
執
行
部
員
と
す
る

（
２
）
企
業
区

全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｂ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
補
充
選
挙
を
行
う
企
業
単
位
に
所
属
す
る
完
全
資
格
組
合

員
と
す
る
。

四
、
立
候
補
の
届
け
出

立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定

め
る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提

出
す
る
こ
と
。

五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

以
上

各地で

漁船組合員大会
室蘭地区／紋別地区／石巻地区室蘭地区／紋別地区／石巻地区室蘭地区／紋別地区／石巻地区

沖合底引き網漁船

室蘭地区漁船組合員大会室蘭地区漁船組合員大会室蘭地区漁船組合員大会

紋別地区漁船組合員大会紋別地区漁船組合員大会紋別地区漁船組合員大会

石巻地区沖合底引き網漁船組合員大会石巻地区沖合底引き網漁船組合員大会石巻地区沖合底引き網漁船組合員大会
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横浜港 大黒ふ頭で横浜港 大黒ふ頭で横浜港 大黒ふ頭で

７
月
19
日
、
横
浜
港
に
面
す
る

大
黒
ふ
頭
中
央
公
園
運
動
広
場
で
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
、

船
員
や
海
事
関
係
者
の
７
チ
ー
ム

が
参
加
し
た
。

開
会
式
の
後
、
髙
宮
成
昭
関
東

地
方
支
部
長
が
始
球
式
の
ピ
ッ
チ

ャ
ー
を
務
め
、
各
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

白
熱
し
た
試
合
が
始
ま
っ
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、
決
勝
戦

は
東
京
汽
船
株
式
会
社
チ
ー
ム
対

横
浜
市
港
湾
局
チ
ー
ム
の
対
決
と

な
っ
た
。
試
合
で
は
、
東
京
汽
船

株
式
会
社
チ
ー
ム
の
打
線
が
爆
発

し
、
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム
を
下
し

た
。炎

天
下
で
の
開
催
と
な
っ
た
が
、

熱
中
症
や
ケ
ガ
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト

も
無
く
、
参
加
者
に
と
っ
て
良
い

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
機
会
と
な
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

《
関
東
地
方
支
部
＝
発
信
》

ᇹ

ׅ
ෙ
の
ଐ
ᚡ
ࣞ

ゴ
ル
フ
大
会

７
月
３
日
、
三
重
県
の
京
ヶ
野

ゴ
ル
フ
俱
楽
部
で
、
名
古
屋
支
部

主
催
の
第
19
回
海
の
日
記
念
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
で
は
、
山
原
始
名
古
屋

支
部
長
が
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ

を
し
た
後
、
参
加
者
全
員
で
記
念

撮
影
を
行
い
、
ラ
ウ
ン
ド
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

競
技
の
結
果
、
優
勝
は
コ
ス
モ

海
運
株
式
会
社
四
日
市
営
業
所
の

山
村
育
也
さ
ん
（
グ
ロ
ス
78
ネ
ッ

ト
70
・
８
）
で
、
準
優
勝
は
グ
リ

ー
ン
海
事
株
式
会
社
の
川
端
康

友
さ
ん
（
グ
ロ
ス
75
ネ
ッ
ト
72
・

６
）、
３
位
に
元
中
部
沿
海
海
運

組
合
の
吉
村
剛
さ
ん
で
（
グ
ロ
ス

91
ネ
ッ
ト
73
・
０
）
で
あ
っ
た
。

優
勝
し
た
山
村
育
也
さ
ん
は

「
結
果
を
残
す
こ
と
が
出
来
て
う

れ
し
く
思
う
。
今
後
も
積
極
的
に

参
加
し
海
運
労
使
連
携
し
て
盛
り

上
げ
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

参
加
者
は
互
い
に
健
闘
を
た
た

え
合
い
親
睦
を
深
め
、
第
19
回
海

の
日
ゴ
ル
フ
大
会
は
幕
を
閉
じ

た
。

《
名
古
屋
支
部
＝
発
信
》

ෙ
員
⏠
␄
ー
⏫
イ
␀
␚
⏯

第
20
回
海
員
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

７
月
４
日
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
三

木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
、
第
20
回
海

員
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
、
現

場
組
合
員
を
は
じ
め
、
海
事
関
係

者
14
人
が
参
加
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
た
が
、

連
日
、
各
所
で
過
去
最
高
気
温
が

更
新
し
て
い
る
と
の
報
道
が
流
れ

て
い
る
た
め
、
熱
中
症
対
策
に
万

全
を
期
し
、
競
技
に
入
っ
た
。

競
技
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
で

行
わ
れ
、
本
四
海
峡
バ
ス
株
式
会

社
の
川
中
佑
介
さ
ん
の
豪
快
な
始

球
式
の
後
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。

競
技
中
は
「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ

ト
」
と
「
フ
ァ
ー
」
の
掛
け
声
が

ゴ
ル
フ
場
に
響
き
渡
り
暑
さ
を
吹

き
飛
ば
し
た
。

結
果
、
優
勝
は
新
丸
菱
海
運
株

式
会
社
の
福
本
誠
さ
ん
（
グ
ロ
ス

89
ネ
ッ
ト
73
・
４
）
で
あ
っ
た
。

福
本
誠
さ
ん
は
「
長
年
海
員
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
に
参
加
し
て
き
た

が
、
今
回
初
優
勝
出
来
て
感
無
量

で
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

関
西
地
方
支
部
は
今
後
も
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
組

合
員
の
親
睦
と
団
結
を
深
め
て
い

き
た
い
。

《
関
西
地
方
支
部
＝
発
信
》

ෙ
員
⏠
␄
ー
⏫
イ
␀
␚
⏯

ゴ
ル
フ
大
会

９
月
19
日
、
広
島
県
三
原
市
の

白
竜
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
、

令
和
７
年
度
海
員
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、
組

合
員
や
組
合
員
Ｏ
Ｂ
、
海
事
関
係

者
な
ど
総
勢
20
人
が
参
加
し
た
。

開
会
式
で
は
主
催
者
を
代
表
し

て
、
除
補
修
中
・
四
国
地
方
支
部

長
が
あ
い
さ
つ
し
、
記
念
撮
影
を

行
っ
た
後
、
参
加
者
は
優
勝
を
目

指
し
競
技
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

激
戦
の
末
、
今
大
会
の
優
勝
者

は
日
鉄
物
流
株
式
会
社
の
木
村
啓

司
さ
ん
（
グ
ロ
ス
82
、
ネ
ッ
ト

72
・
４
）、
準
優
勝
は
日
鉄
物
流

株
式
会
社
の
上
村
中
さ
ん
（
グ
ロ

ス
１
１
１
、
ネ
ッ
ト
78
・
６
）
と

な
っ
た
。

表
彰
式
で
は
、
入
賞
者
の
発
表

と
、
各
賞
が
発
表
さ
れ
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

最
後
に
除
補
修
中
・
四
国
地
方

支
部
長
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
し
、

令
和
７
年
度
海
員
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
終
了
し
た
。

《
中
・
四
国
地
方
支
部
＝
発
信
》
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各地で
ゴルフ大会を開催

名古屋 関西 中・四国

優勝目指して
ナイスショット‼

優勝した東京汽船株式会社チーム優勝した東京汽船株式会社チーム優勝した東京汽船株式会社チーム

始球式始球式始球式

第19回海の日記念ゴルフ大会第19回海の日記念ゴルフ大会第19回海の日記念ゴルフ大会

第20回海員ゴルフコンペ（開会式）第20回海員ゴルフコンペ（開会式）第20回海員ゴルフコンペ（開会式）

海員スポーツイベントゴルフ大会海員スポーツイベントゴルフ大会海員スポーツイベントゴルフ大会

名古屋支部

関西地方支部

中・四国地方支部

ソフトボール大会
熱戦を繰り広げる




